
　

海
外
留
学
は
日
本
と
は
違
う
文
化
、
考

え
方
、
教
育
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
。
留

学
に
よ
る
学
習
効
果
を
研
究
す
る
大
西
好

宣
氏
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

短
期
・
長
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
の

う
ち
に
一
度
は
留
学
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
た
だ
、
短
期
留
学
と
長
期
留

学
で
は
、
メ
リ
ッ
ト
に
違
い
が
あ
る
の
で

留
意
を
。
異
文
化
に
触
れ
た
と
き
の
驚
き

（
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
）
を
体
感
す
る

に
は
、
短
期
留
学
の
ほ
う
が
向
い
て
い
ま

す
。
一
方
、
長
期
留
学
は
異
文
化
に
触
れ

た
驚
き
こ
そ
最
初
の
ほ
う
で
消
え
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
の
文
化
を
自
分
に
内
在
化

さ
せ
、
考
え
方
と
し
て
定
着
さ
せ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
。

日
本
人
の
留
学
生
の
半
数
以
上
は
10
日

〜
２
週
間
程
度
の
ご
く
短
い
留
学
で
す
。

そ
れ
で
も
、
一
度
海
外
を
知
る
こ
と
で
世

界
の
出
来
事
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
言
語
力
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
た

り
と
、
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

海
外
留
学
に
向
き
不
向
き
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
成
長
の
度
合
い
や
心
構
え
に
は
一

人
ひ
と
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
留
学
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
中

学
・
高
校
の
段
階
で
準
備
が
で
き
て
大
学

か
ら
留
学
す
る
人
も
い
れ
ば
、
大
学
院
か

ら
行
く
人
も
い
ま
す
。
語
学
的
な
準
備
と

「
や
る
ぞ
！
」
と
い
う
心
構
え
が
で
き
た

と
き
こ
そ
、
海
外
留
学
を
す
る
と
き
な
の

で
す
。

　

自
分
が
ど
の
状
態
に
あ
る
か
を
知
る
に

は
、
ま
ず
は
海
外
に
行
っ
て
み
て
、
ど
う

感
じ
た
か
を
知
る
の
も
一
つ
の
手
段
。
一

日
も
早
く
帰
り
た
い
と
思
っ
た
の
か
、
こ

の
ま
ま
ず
っ
と
こ
こ
で
勉
強
し
た
い
と
思

っ
た
の
か
。
そ
こ
で
、
あ
る
程
度
の
準
備

段
階
を
確
認
で
き
ま
す
。

加
え
て
、
留
学
前
の
準
備
と
し
て
は
、

家
族
と
の
良
好
な
関
係
も
大
切
で
す
。
日

本
人
は
一
般
的
に
他
国
の
人
に
比
べ
て
多

海外での学びには多くのメリットがあります。留学に詳しい専門家や、
グローバル教育を受ける先輩、現役の留学生にお話を聞きました。

千葉大学国際未来教育基幹
教授（高等教育学博士）

大
お お

西
に し

好
よ し

宣
の ぶ

氏
慶應義塾大学卒業後、NHK、国連職員、
大阪大学教授等を経て現職。社会人を
経験後、米国コロンビア大学とタイの
チュラロンコン大学の２つの大学院で
留学を経験。

トビタテ！留学JAPAN　広報・
マーケティングチームリーダー

西
に し

川
か わ

朋
と も

子
こ

氏
上智大学を卒業後、人材系ベンチャー、
出版社の企画営業等に従事。2014年よ
り「トビタテ！留学JAPAN」の広報、
2018年より文科省広報戦略アドバイザ
ーを務める。

世界に広がる
友人の

ネットワークビジネスで
活きる
交渉術

一生の
支えになる
自信

異文化を
理解する
包容力

世界中が
活躍の
舞台に

お話を
聞いたのは

お話を
聞いたのは

日
本
の
大
学
数
約
８
０
０
校
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
は
約
４
０
０
０
校
。
世
界

に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
大
学
選
び
の
幅

は
広
が
り
ま
す
。
職
業
選
び
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
活
躍
の
場
は
世
界
中
に
開
か
れ

ま
す
。

「
少
な
く
と
も
英
語
が
で
き
れ
ば
、
日
本

に
限
ら
ず
活
躍
の
場
が
広
が
り
、
世
界
中

が
自
分
の
舞
台
に
な
り
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
結
婚
相
手
の
選
択
肢
も
変
わ
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
人
生
が

全
然
違
っ
て
き
ま
す
」（
大
西
氏
）

世
界
が
活
躍
の
舞
台
に
な
る

1
メリット

留
学
で
得
ら
れ
る
外
国
人
の
友
人
は
、

大
き
な
財
産
に
な
り
ま
す
。
特
に
大
学
留

学
で
知
り
合
っ
た
友
人
は
、
卒
業
後
に
世

界
中
に
散
ら
ば
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
世
界
中
に
広
が
り
ま
す
。

「
私
の
経
験
で
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
世

界
で
働
い
て
い
て
、
同
じ
学
び
舎
出
身
の

人
と
偶
然
出
会
い
、
仲
良
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
大
学
の
つ
な
が
り
で
、
人
脈

が
世
界
中
に
広
が
る
の
で
す
。
仕
事
上
の

情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
人
脈
は
海
外
に

お
い
て
も
大
切
で
す
」（
大
西
氏
）

友
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
世
界
に
広
が
る

2
メリット

見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
留
学
生
活
や
英
語

で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
、
困
難
を
乗
り
越

え
る
体
験
が
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
海
外
の
大
学
は
進
級
・
卒
業
の
条
件

が
厳
し
い
た
め
、
卒
業
時
に
得
ら
れ
る
満

足
感
・
達
成
感
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
自

信
は
非
常
に
大
き
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

「
海
外
の
大
学
は
、
ふ
る
い
に
か
け
て
優

秀
な
人
を
残
す
と
い
う
考
え
方
。
膨
大
な

勉
強
量
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
つ
い
て
い
け

ま
せ
ん
。
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
自
信

は
人
生
の
支
え
と
な
り
ま
す
」（
大
西
氏
）

困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験
が
自
信
に
な
る

3
メリット

日
本
の
当
た
り
前
が
海
外
で
は
当
た
り

前
で
は
な
い
と
い
う
新
鮮
な
驚
き
は
、
や

は
り
海
外
に
行
か
な
い
と
得
ら
れ
な
い
体

験
で
す
。
自
分
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る

と
い
う
経
験
に
よ
っ
て
、
自
分
の
中
で
、

自
分
自
身
や
日
本
の
在
り
方
が
相
対
化
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
世
界
と
自
分
の
距
離

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
で
す
。

「
優
し
く
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
人
は
人
に

優
し
く
で
き
る
よ
う
に
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
立
場
を
知
る
と
同
じ
立
場
の
人
に
優
し

く
な
れ
ま
す
」（
大
西
氏
）

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
る
経
験
が
で
き
る

4
メリット

留
学
に
あ
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

準
備
を
し
て
効
果
を
最
大
に

|
|
大
西
好
宣
氏

実際
どうなの？

メリットは？グローバルな
学びのイマ

041 040



広告

様
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
苦
手
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
「
家
庭
内
で
良
好
な
会
話
の

あ
る
子
ど
も
は
、
留
学
後
に
多
様
性
を
受

け
入
れ
や
す
く
な
る
」
と
い
う
調
査
結
果

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
身

近
な
異
文
化
は
家
族
で
す
。
家
庭
内
で
良

い
関
係
を
築
く
こ
と
は
、
留
学
先
の
多
様

性
を
受
け
入
れ
る
素
地
に
な
る
の
で
す
。

　

留
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
財
に
な
る
た

め
の
第
一
歩
で
す
が
、
さ
ら
に
実
り
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
内
の
会
話

か
ら
意
識
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

海
外
と
日
本
の
大
学

入
試
か
ら
卒
業
ま
で
の
違
い

|
|
西
川
朋
子
氏

　

で
は
、
海
外
の
大
学
に
は
、
そ
も
そ
も

ど
の
よ
う
に
進
学
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
西
川
朋

子
氏
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

海
外
の
大
学
入
試
は
、
日
本
と
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の

名
門
大
学
で
は
、
高
校
の
成
績
や
エ
ッ
セ

イ
、
推
薦
状
、
共
通
テ
ス
ト
（
S
A
T
・

A
C
T
）、
英
語
力
の
証
明
、
課
外
活
動

の
実
績
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
入
学
時
期
は
多
く
の
欧
米
大

学
は
９
月
な
の
で
、
出
願
も
そ
れ
に
合
わ

せ
て
設
定
。
早
い
大
学
で
前
年
の
11
月
、

一
般
的
に
は
１
月
頃
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
学
部
選
択
に
つ
い
て
も
違
い
が

あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
高
校
の
時
点
で
文

理
選
択
を
行
い
、
大
学
入
学
時
に
学
部
を

決
め
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
入
学
後

日本の大学とここが違う 海外大学基本情報

9月に新学期が始まり、クリスマスや夏休みなどの長期
休暇があるのが一般的。双方向型の授業が中心で、学
生数が多い場合は、1対多数の講義形式もあります。ア
メリカは入学後 1～ 2年は一般教養を学び、その後に
専攻を決めるリベラルアーツ教育が特徴。イギリスは 3

年制が一般的で、入学時から専門分野を深く学びます。

授業スタイル
について

学費や生活費は国によって大きな差があり、為替レー
トでも変動します。一般にアメリカは多額の費用がか
かり、ヨーロッパやアジアは比較的安価な傾向が。特
にマレーシアなど経済発展の著しい国では、学費や生
活費を抑えつつレベルの高い講義が受けられます。イ
ギリスやオーストラリアの現地校があるのも魅力です。

費用について

海外の大学では、高校の成績やエッセイ、推薦状、英
語力などを総合的に評価する「ホリスティック（包括
的）審査」が一般的。「高校時代の成績や活動に加え、
なぜこの大学で学びたいのかというストーリーを伝え
ることが大切」（西川氏）。オンラインで出願・書類提
出が可能で、現地に赴く必要はほぼありません。

入試方法について

卒業を大きく左右するのが「GPA（Grade Point 

Average）」と呼ばれる数値。基準が厳しく設定されて
おり、満たさない場合は再履修や落第、退学などの厳し
い措置が待っています。「システマティックに勉強する
環境が整っているのが海外の特徴」（西川氏）。厳しいハー
ドルを乗り越えた経験は大きな自信につながります。

卒業について

奨学金
について

アメリカの名門大学に多いニードベース型奨学
金は、世帯年収の額によって支給されます。「学
費だけでなく、生活費や教材費などのサポート
も受けられます」（西川氏）。学業成績やスポー
ツなどの卓越した能力・実績に基づいて支給さ

れるメリットベース型奨学金も。しかし、国に
よっては進学直前まで給付額が決まらないこと
もあるので要注意。日本でも、総額 40万ドル
を給付する東進の「海外大学留学制度」や、財
団などによる支援制度も存在します。

海
外
の
大
学
の
授
業
で
は
、
論
理
構
成

と
交
渉
術
を
学
ぶ
比
重
が
高
い
で
す
。
海

外
の
大
学
を
卒
業
し
た
人
は
こ
の
よ
う
な

授
業
を
経
て
社
会
人
と
な
り
ま
す
が
、
日

本
の
大
学
で
は
そ
の
よ
う
な
授
業
は
少
な

い
た
め
、
た
と
え
優
秀
な
国
内
大
学
を
出

て
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
交
渉
の
場
面

で
歯
が
立
た
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

「
世
界
中
の
異
な
る
考
え
方
の
人
々
と
渡

り
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
論
理
的
に
話

し
、
お
互
い
の
妥
協
点
を
探
る
交
渉
術
が

非
常
に
大
切
で
す
」（
大
西
氏
）

世
界
に
通
用
す
る
交
渉
術
が
身
に
つ
く

5
メリット

に
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
し
て
幅
広
い
教
科

を
学
び
、
途
中
で
専
攻
を
決
め
る
の
が
一

般
的
。
専
攻
を
二
つ
持
つ
「
ダ
ブ
ル
メ
ジ

ャ
ー
」
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
入
学
以
上
に
大
変
な
の
が
卒

業
で
す
。
授
業
へ
の
出
席
や
課
題
の
提
出

は
当
然
と
し
て
、
発
言
や
レ
ポ
ー
ト
ま
で

厳
し
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
特
に
重
要
な
の

が
成
績
を
数
値
化
し
た
「
G
P
A
」。
基

準
を
下
回
る
と
進
級
・
卒
業
は
で
き
ま
せ

ん
。
海
外
の
大
学
で
は
、
夜
遅
く
ま
で
図

書
館
で
勉
強
す
る
の
が
当
た
り
前
。
大
変

で
す
が
、
学
び
に
没
頭
し
た
い
人
に
と
っ

て
は
最
高
の
環
境
で
し
ょ
う
。

　

学
費
に
つ
い
て
も
、
国
や
大
学
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で

は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
な
ど
公
立
大

の
学
費
は
無
料
。
共
済
費
と
し
て
数
万
円

が
必
要
に
な
る
も
の
の
、
生
活
費
を
含
め

て
も
年
間
２
０
０
万
円
ほ
ど
に
抑
え
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
（
ア
メ

リ
カ
）
の
２
０
２
４
年
度
の
学
費
は
約
９

５
０
万
円
（
１
ド
ル
＝
１
５
０
円
換
算
の

場
合
）。
生
活
費
を
含
め
る
と
年
間
約
１

３
０
０
万
円
以
上
の
金
額
が
必
要
で
す
。

経
済
的
な
不
安
を
感
じ
る
人
が
多
い
で

す
が
、
費
用
を
理
由
に
た
め
ら
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
豊
富
な
奨
学
金
制
度
や
、

比
較
的
安
価
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

か
ら
の
編
入
な
ど
、
費
用
を
抑
え
る
方
法

は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら

リ
サ
ー
チ
し
て
、
学
び
の
選
択
肢
を
増
や

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

043 042


